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 2016 年 1 月より、全ᅜがん登録の推進に関する法ᚊに基づくがん登録が開ጞされました。全

ᅜがん登録の基本理念として、法第 3条に「全ᅜがん登録ཬࡧがんデ⒪情報の཰集により得られ

た情報については、これらをがんᝈ者のデ⒪を通じて得られる㈗㔜な情報であることを㚷み、Ẹ

間によるものを含めがんに係るㄪᰝ研究のために十分に活用されるとともに、その成果ががんᝈ

者ཬࡧその家᪘をはじめとするᅜẸに㑏ඖされなければならない」とあるように、全ᅜならࡧに

㝔ෆがん登録情報の活用と、その成果のᅜẸへの㑏ඖが期待されています。 

 ឡ知県がんセンター研究所では、1988 年より 2013 年まで 25 年にわたり、ే設されているឡ

知県がんセンター中ኸ⑓㝔の初デᝈ者を対㇟とした大つᶍ⑓㝔␿学研究（通⛠ HERPACC; 

Hospital-based Epidemiological Program at Aichi Cancer Center）を実施していました。こ

のᯟ組で蓄積された␿学情報や㑇ఏ情報を᭚㟢要ᅉとし、㝔ෆがん登録や全ᅜがん登録情報を利

用して得られたがん⨯ᝈ情報をアウトカムとして、リスク要ᅉやண㜵要ᅉを᥈⣴する⑕例対照研

究から数多くの成果が得られています。また、㝔ෆがん登録やデ⒪科から得られたヲ⣽なデ⒪情

報を活用し、ᝈ者コホート研究を実施し、ண後に影響を୚えるような生活習慣を᥈⣴しています。 

 2017 年 10 月からは、HERPACC 研究での⤒㦂を活かし、ᮍ᮶のがんண㜵・་⒪の発ᒎため、キ

ࣕンサーバイオバンクឡ知（通⛠ CBBA）が設立されました。ឡ知県がんセンター中ኸ⑓㝔を受

デするᝈ者さんにࡈ協力をお㢪いし、␿学情報、㑇ఏ情報、デ⒪᫬に発生する生体資料や関連す

るデ⒪情報などを、がん研究に利用できるようバンキングを進めています。今後、CBBA におい

ても、HERPACC同様、㝔ෆがん登録や全ᅜがん登録を利用してがん⨯ᝈを把握するண定です。 

 我がᅜにはバイオバンクを保有する施設が複数あります。㝔ෆがん登録が整備されている施設

では、㝔ෆがん登録情報とのリンケージにより、質の高い⮫ᗋ⑓理情報を効率Ⰻく完備すること

ができますが、リンケージを行っているバンクはほとんどないのが現≧です。་⒪とண㜵のトラ

ンスレーショࢼルリサーチの㈗㔜な基┙構築のため、ひとつでも多くのバイオバンクが㝔ෆがん

登録情報とのリンケージを行うことが期待されます。また、現在我がᅜで進められている日本バ

イオバンクネットワークの構築に加え、定期的な全ᅜがん登録情報とのリンケージや、保೺་⒪

サーボスのデータベースとのリンケージにより、バイオバンクを中心としたがん་⒪・ண㜵、␿

学、公⾗⾨生のための研究基┙の構築を目指すべきだと考えます。現在の་学は、過ཤのᝈ者、

་ᖌ、研究者が共に作ってきたものです。これを新しいものにして、次ୡ代にΏすことが、がん

の་⒪、་学に関わっている者の役目と考えます。このバイオバンクを中心とした研究基┙の構

築と活用が、་⒪や研究に携わる者ができるがん登録のᮍ᮶のひとつと考えます。 
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